
くまもと市議会だより ● 令和5年（2023年）12月 第48号 3くまもと市議会だより ● 令和5年（2023年）12月 第48号2

おしえて
ひごまる

グリーンボンド（※４） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 調達資金が気候変動の緩和、自然資源の保全など環境関連の事業に充当され、かつ、グリーンボンド原則の４つ
の核となる要素（調達資金の使途、プロジェクトの評価と選定のプロセス、調達資金の管理、レポーティング）に適
合している債券のこと。

地域力パワーアップ大作戦（※5） ・・・・・・ 令和４年度より東区で実施している「まちづくり応援事業」。「困りごとがある“地域”」と「地域に貢献したい“企
業”」をつなぎ、地域と企業が連携して地域課題の解決に取り組むことで、活気あふれる持続可能なまちづくりを
支援している。

スマート交差点（※6） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 既存道路の幅員内で車線の割り振りの変更や、信号サイクルの調整を行うことにより、渋滞緩和を図るもの。用地
買収を伴わないため、安価で早期の効果発現が期待できる。

おしえて
ひごまる

運輸の「２０２４年問題」（※1） ・・・・・・・・・・・ ２０２４年４月1日以降、自動車運転業務の労働時間等の基準が改定され、時間外労働時間が年間９６０時間に上限
規制が適用されることなどから、労働時間が短くなることで輸送能力が不足する可能性が懸念されている問題。

レガシーイベント（※２） ・・・・・・・・・・・・・・・・ 2022年3～5月に熊本市で開催した「第38回全国都市緑化くまもとフェア」における緑への関心の高まりを引継
ぎ開催するイベント。

一般質問 第3回定例会の主な質問内容は次のとおりです。 スマートフォン等で読み込むことで、インター
ネット中継の録画映像をご覧いただけます。

吉村　健治議員

水難事故に遭わないためのさまざ
まな知識を教える授業を本市全校
一律に取り組むべきではないか。

水難事故に遭わないための知識を小中学校で教えることは
重要であることから、事故防止の対策について市をあげて取
り組んでいく。

学校以外で学びを続けられるフリースクール
は、利用者の経済的負担が大きい。公的支援
の検討が必要ではないか。

県内のフリースクールで構成される協議団体
とも意見交換を行いながら、ニーズの把握に
努めていく。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

こどもの命を守るための水泳授業を 不登校児童生徒の自立支援対策を公的に市
民
連
合

浜田　大介議員

田中　誠一議員

少子化対策は四半世紀にわたる長期的
な視点で取り組むことが必要だが、何
を優先して取り組んでいくのか。

長期的な少子化対策としては、子育てを地域
社会で分かち合い、安心して子育てできるこ
どもを核としたまちづくりを進めていく。

来年に迫る運輸の「２０２４年問題」（※1）。市民生
活に直結した物流の運転手不足にどのように取
り組んでいくのか。

求職者とのマッチングの機会の提供や物流効
率化の為のＤＸ支援などを実施しており、今後
も関係機関と連携しながら取り組んでいく。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

若者が夢や希望をもてる少子化対策を 物流の人材確保にスピード感を持って対策を

「睡眠教育」の導入で不登校生徒が半減した
堺市の中学校の事例がある。本市でも取り入
れてはどうか。

子どもの生活習慣確立のための取り組みは重要
であることから、すでに実施されている自治体の
取り組みについて聞き取り調査などを行う。

研究チームを立ち上げたり、他都市の成
功事例を調査したりするなど、導入に向け
た検討をしてはどうか。

地域通貨のさまざまな課題も認識しており、
将来的なポイント事業との連動も見据え、
他都市事例などの調査研究を進めていく。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

不登校予防につながる睡眠教育の導入を デジタル地域通貨の導入を

自
民
党

公
明
党

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

山本　浩之議員

熊本競輪場の再建に向けた、竣工か
らレース再開までの具体的なスケ
ジュールについて問う。

現在進めている再建工事については、来年３月末には完了す
る見込みであり、来年６月を目途に競輪開催に向けた準備を
整えたい。

くまもと花博のレガシーイベント（※2）をどのよ
うな位置付けで取り組まれるものであるか、
市長に尋ねる。

多くの市民や事業者が参画する花や緑に触れ
合う取り組みとして定着させ、日常的に花や緑
があふれる上質な生活都市の実現につなげる。

熊本競輪場の再建 「くまもと花博２０２３秋」開催熊
本
自
民

上野美恵子議員

地下水汲上と白川中流域の開発で失
われるかん養域に見合うかん養対策
と、企業の汚水対策に公のチェックを。

関係機関と連携し水田湛水期間の延長や
面積の拡大などに取り組む。また、県と連携
し放流水の水質を継続的に監視していく。

建替ありきの有識者会議答申を理由の「建替方
針」は認められない。説明責任・合意形成を欠いた
建替は中止を。

有識者会議の審議は建替前提ではなく、今後も、
適切な情報発信、説明を行い、広くご意見を伺い
ながら合意形成を図っていく。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

企業進出による地下水の枯渇汚染対策実施を 市民不在の庁舎建替は市長の姿勢が問われる共
産
党

吉田　健一議員

議会内に提案し２年が経過した、環境に
特化した資金調達手段であるグリーン
ボンドの発行見通しは。

本年中に５０億円の発行を目指し、現在、事
務的な手続きを進めており、県内自治体初
となるグリーンボンド単独発行を実現する。

東区で成功している東部まちづくりセンター
発案の「パワーアップ大作戦」の今後全区で
の事業実施・拡大は。

各区において、「パワーアップ大作戦」も参考
に企業との連携強化を図りつつ、引き続き地
域の特性に応じたまちづくりに取り組む。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

グリーンボンド（※4）の発行は 地域力パワーアップ大作戦（※5）は全区での実施を公
明
党

日隈　　忍議員

がんは市民にとって最大の健康課題と考え
る。がんを専門的に担う体制の必要性がある
のではないか。

がんは本市にとって重要な健康課題の一つで
あることから、議員ご提案のがん対策を専門
に取り扱う班の編成などについて検討する。

教育現場は厳しい状態であり教員
の不安を解消するためにも、教員
不足解消の見通しについて問う。

定年延長も踏まえ、計画的に正規採
用の教員数を増やすことで、教員不足
が今後改善に向かうと見込んでいる。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

がん対策を中心に今後の健康づくり 義務教育の質を確保するための人材育成・確保自
民
党

髙本　一臣議員

現在、ＪＲ新水前寺駅とバス停の結節に
ついては、関係機関と協議中であるが、
その見通しと進捗状況は。

新水前寺駅周辺道路は交通の要所区間
でさまざまな課題があるが、引き続き関
係機関と協議しながら取り組んでいく。

現在の通所型は母子の心身の負担が大きい
ことから、居宅訪問型（アウトリーチ）の導入
を検討すべきでは。

出産直後は外出への負担が大きく、居宅訪
問（アウトリーチ）型へのニーズは高いと考
えられるため、導入に向け検討していく。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

ＪＲ新水前寺駅とバス停の結節 産後ケア事業の充実熊
本
自
民

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

村上　誠也議員

最低賃金の引き上げにより、人件費も物価
の変動に伴う燃料光熱水費と同様にリスク
分担の対象とはならないのか。

現時点では人件費の変動は指定管理者が負
担できる範囲内と考えているが、今後の人件
費の動向を注視し、他都市も参考に研究する。

国道５０１号飽田バイパスは着工から２８
年が経過しているが、開通時期と課題。
また冠水対策への対応を問う。

地域の理解と協力を得ながら、当路線の早
期供用に向け着実な事業推進に努めるとと
もに、冠水被害の防止と軽減に取り組む。

人件費上昇に応じた指定管理団体への支援を 西南部の道路に関する課題と対策自
民
党

藤山　英美議員

渋滞解消対策は用地買収をしなくて
もできるスマート交差点（※6）への改良
工事を軸に据えるべきではないか。

スマート交差点は、安価で早期の効果発現
が期待できる極めて重要な取り組みであり、
現在、整備候補箇所の選定を進めている。

公選法違反と思われる政治活動用立て看
板が道路や空地に設置されているが、市の
認識と対応について問う。

証票が貼付されていない政治活動用立て看板
の存在は認識。今後、証票の更新時期に公選法
の主旨などを十分に説明し証票を交付する。

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

即効性ある交通渋滞対策について 違法政治活動用立て看板等の現状認識の対応熊
本
自
民

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

菊地　渚沙議員

熊本の豊かな自然と地下水を守り、食農教
育にもつながる有機米を学校給食に導入で
きないか。

持続可能な農業に対する理解醸成のため、有
機米導入に取り組んでいる自治体を参考にし
ながら、効果的な導入方法を研究していく。

一斉送付によって生じる心理的圧迫や同調
圧力を減らすため、申込制に変えるべき。

10月からは、接種を希望する保護者などか
らの申請に基づき接種券を発行する方法に
変更することとしている。

学校給食への有機米の導入を コロナワクチン乳幼児接種券の
一斉送付は見直しを

参
政
党

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

田上　辰也議員

ＴＳＭＣなどの進出を受け、交通渋滞対策
として、関係市町を含めた鉄軌道の環状線
の実現を目指してはどうか。

県や関係市町村などと熊本都市圏都市交通マ
スタープランを策定し、道路や市電も含めた将
来の熊本都市圏交通全体のビジョンを示す。

親の手伝いが必要な宿題は、家庭環境
から難しいこどももいる。宿題をなくす
取り組みを。

家庭での学習は大切なことであるため、
宿題をなくすことは考えていないが、そ
のあり方については研究していく。

ＬＲＴ（※3）環状線を～車依存の街からの変身～ 学校の宿題をなくす取り組みを市
民
連
合

9
月
6
日（
水
）

9
月
7
日（
木
）

9
月
8
日（
金
）

9
月
11
日（
月
）

9
月
12
日（
火
）

質
問
1

答
弁

質
問
2

答
弁

山中惣一郎議員

市電延伸に合わせ、健軍商店街や東区の魅
力をどのように連携して高めていくのか。

延伸区間沿線の居住者などへアンケートを実施
するとともに、市電延伸を契機とした地域の活
性化に向け意見交換や説明会などを実施する。

少子化問題だけに焦点を当てるのでは
なく、各分野が連携できる結婚支援専門
部署の設置が必要では。

結婚支援は現在こども局を中心に進めてい
るが、取り組みを加速させていくために、効
果的に推進できる仕組みを検討していく。

市電延伸における健軍商店街活性化 結婚支援専門部署の設置を無
所
属
議
員

9
月
8
日（
金
）

ＬＲＴ（※3） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｌight Ｒail Ｔransitの略で、低床式車両(LRV)の活用や軌道・電停の改良による乗降の容易性、定時性、速達性、
快適性などの面で優れた特徴を有する軌道系交通システムのこと。


